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令和４年度予算審査特別委員会（第４回） 

 

令４年６月２０日（木曜日）午前９時５７分開会   

   ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

○付託案件 

 議案第４０号 令和４年度七飯町一般会計補正予算（第３号） 

 議案第４１号 令和４年度七飯町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 議案第４２号 令和４年度七飯町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 議案第４３号 令和４年度七飯町水道事業会計補正予算（第１号） 

 議案第４４号 令和４年度七飯町下水道事業会計補正予算（第１号） 

  １.報告書のまとめについて 

  ２.その他 

   ───────────────────────────────────────── 

○出席委員（１７名） 

   委 員 長   池 田 誠 悦      副委員長   長谷川 生 人 

   委  員   横 田 有 一      委  員   神 﨑 和 枝 

   委  員   平 松 俊 一      委  員   田 村 敏 郎 

   委  員   稲 垣 明 美      委  員   畑 中 静 一 

   委  員   上 野 武 彦      委  員   坂 本   繁 

   委  員   澤 出 明 宏      委  員   中 島 勝 也 

   委  員   川 村 主 税      委  員   江 口 勝 幸 

   委  員   若 山 雅 行      委  員   川 上 弘 一 

   委  員   青 山 金 助 

   ───────────────────────────────────────── 

○欠席委員（０名） 

   ───────────────────────────────────────── 

○議長出席の有無   無 

   ───────────────────────────────────────── 

○出席説明員（０名） 

   ───────────────────────────────────────── 

○本会議の書記 

   事 務 局 長  広 部 美 幸       書       記  山 本 翔 大 

   書     記  三 浦 蒼 生 

 



－ 2 － 

午前９時５７分 開議 

○池田委員長 ただいまより、令和４年度予算

審査特別委員会第４回目を開催いたします。 

 それでは、協議事項１の報告書のまとめにつ

いて、報告書案を配付しております。令和４年

度各会計予算に係る報告書の提案を事務局から

お願いいたします。 

○広部議会事務局長 それでは、読み上げま

す。 

 委員会報告第６号。 

 令和４年度予算審査特別委員会報告書。 

 令和４年６月１５日第２回定例会における議

決に基づき、当特別委員会に付託された事件に

ついて審査した結果を下記のとおり報告する。 

 令和４年６月２０日。 

 七飯町議会議長、木下敏様。 

 令和４年度予算審査特別委員会委員長、池田

誠悦。 

 記。 

 １、審査に付託された事件名。 

 （１）議案第４０号令和４年度七飯町一般会

計補正予算（第３号）。 

 （２）議案第４１号令和４年度七飯町国民健

康保険特別会計補正予算（第１号）。 

 （３）議案第４２号令和４年度七飯町介護保

険特別会計補正予算（第１号）。 

 （４）議案第４３号令和４年度七飯町水道事

業会計補正予算（第１号）。 

 （５）議案第４４号令和４年度七飯町下水道

事業会計補正予算（第１号）。 

 ２、審査の経過。 

 令和４年６月１５日、１６日、２０日の３日

間、委員会を開催し、副町長（各部長事務取

扱）、教育長（教育次長事務取扱）、担当課

長、センター長及び事務局長の出席を求め、審

査を行った。 

 ３、決定及び理由。 

 （１）決定。 

 原案可決。 

 （２）理由。 

 令和４年度一般会計の補正予算額は７億１,９

４０万７,０００円で、その内訳は政策予算とし

て３５事業４億１,０１８万６,０００円、新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

事業等として８事業２億９,０５７万円、通常の

補正予算として９事業１,８６５万１,０００円

となっており、補正予算後の合計額では前年度

同期と比較して３億４,４８３万１,０００円、

３.０％増加している。 

 令和４年度特別会計の補正予算額は７９万６,

０００円で、補正予算後の合計額では前年度同

期と比較して１億５,８１９万６,０００円、２.

４％増加している。 

 令和４年度企業会計の補正予算額（収益的支

出と資本的支出の合計）は２億８７２万７,００

０円で、補正予算後の合計額では前年度同期と

比較して６,２２９万６,０００円、３.０％増加

している。 

 以上のことを踏まえ、当特別委員会に付託さ

れた５議案について、慎重に審査した結果、議

案第４０号、議案第４１号、議案第４２号、議

案第４３号及び議案第４４号は、いずれも出席

委員の全員一致で原案のとおり可決すべきもの

と決定した。 

 なお、３ページから４ページは、歳入歳出の

一覧表を記載してありますので、後ほど御参照

ください。 

 以上です。 

○池田委員長 御苦労さまでした。 

 ただいま報告書案について、事務局の方に読

んでいただきましたが、修正などありません

か。 

 若山委員。 

○若山委員 ちょっと確認ですが、２ページ目

のの理由のところの新型コロナウイルス感染症

対応交付金事業が２億９,０００万円というの

は、この数字は間違いないでしょうか。そこも

確認というか、足していないのであれなんだけ

れども、ちょっと予算のあれからいって合って

いるのかなと。これは三つ足すと７億１,９００

万になるのであれなんですけれども。 

 それと、意見というか、こうしたほうがいい

のではないかなというのは、反対されるかもれ

ないですけれども、まず今回は骨格予算があっ
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て、肉付予算になっているという、そういう予

算の性格の説明を入れていただきたいなと思う

のと、補正予算を審議しているのに、既に広報

に募集の内容をかけているようなことがありま

して、補正予算作成のスケジュール管理という

か、そういうのをしっかりやっていただきたい

ということをどこかに入れていただきたいなと

いうふうに思うのと、こんなに簡単にまとめな

いで、町長の公約とか政策的予算の主なものを

ピッアップして説明するような形で、こういう

形で予算ができていますよというのを盛り込ん

だほうがいいのではないかと思いましたので発

言させていただきます。 

○池田委員長 ただいま若山委員の言われた御

意見ですけれども、皆さんどうでしょうか。 

 横田委員。 

○横田委員 今、若山委員が言われたもう少し

濃くというのですか、ちゃんと書いてくれと

言ったのですけれども、審議の内容は皆さんの

質疑応答で大体、諮った内容であるので、この

程度でいいのではないかと思います。 

○池田委員長 畑中委員。 

○畑中委員 私は、この原案というのでしょう

か、この報告書の内容でいいと思います。 

 ただ、若山委員がいろいろ御心配されてこの

ようにしたほうがいいのではないかというよう

なこともありましたけれども、もしできました

ら口頭でなく文書か何かで出していただけれ

ば、非常に我々も考えてみたいなと思うのです

けれども、今の段階ではこれがいいのかなと私

は思います。 

 以上です。 

○池田委員長 ２名の方からこの報告書でいい

のではないかというお話がありましたけれども

……。 

 青山委員。 

○青山委員 私も今回の特別委員会で審査され

た内容が記入されていると思います。 

 したがって、文面的には短いでしょうけれど

も、内容はこれでよろしいのではないかと私も

思います。 

 以上です。 

○池田委員長 皆さんのこのまとめでよろしい

のではないかと。 

 若山委員。 

○若山委員 皆さんがそれでいいと言うなら一

人で反対してもしようがないのであれなんです

けれども、先ほど言った臨時交付金事業につい

ての金額について、歳入を見ると２億３,９０８

万１,０００円なのです。だから、これは事業と

してこんなにやっているという形になるのかど

うか、ちょっと大丈夫なのか。 

 僕は今日、足してこなかったので、各事業ご

とに分けてという、この間のまとめについて

ちょっと意見は言いましたけれども、この数字

が正しいのかどうか、ちょっとそこだけ答弁を

お願いしたい。 

○池田委員長 局長。 

○広部議会事務局長  今、若山委員がおっ

しゃったように、コロナ関係の臨時交付金事業

だけですと２億３,９０８万１,０００円ですけ

れども、そこ「等」と付けておりまして、その

「等」中にはコロナ関係の住民税非課税世帯の

臨時交付金事業やコロナウイルスのワクチン接

種事業も入っております。それで「等」と付け

まして、その部分を足して２億９,０５７万円と

記載しております。 

○池田委員長 若山委員。 

○若山委員 それだと何か僕のような誤解を受

ける方がいるのではないかなと思うわけです。 

 交付金事業として、「等」になっているから

いいというのはあれなのかもしれないですけれ

ども、それだったきちんと分けて交付金事業何

とかとか、ほか何とかと言ったほうがいいので

はないかと思います。 

 だって予算が交付金事業は２億３,９００万円

なので、じゃないかなというのと。それと、も

う一つ先ほど言った予算が審議されているの

に、既に広報に出ているとかというのに対し

て、それについてはストレートに書くのは

ちょっとあれなのかもしれないので、スケ

ジュール管理とか、そういうのをしっかりお願

いしたいというのは報告書に載せていただきた

と思うのですけれども。 
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 そこのところを皆さんにもう一度諮っていた

だきたいと思います。意見とか、それはもうし

ようがないことなんだというのか、そこのとこ

ろをお願いします。 

○池田委員長 それでは、若山委員のほうから

今、言ったようにこれから補足を付けたらどう

かと皆さんに諮ってもらいたいということで、

皆さんどう思いますか。ほかの委員の方々は。 

 神﨑委員。 

○神﨑委員 予算がまだ決まっていないうちに

広報に載ったということで、説明があったかと

思うのです。時期的なものとか、いろいろとそ

ういう関係性のものがあって、時間的なものが

あるので今回は載せさせていただきましたとい

うような答弁はありましたので、それは理解し

ましたのでよろしいかと思います。 

 そこまで入れるとなると、全部中身を入れな

ければいけないというふうになるかなと思いま

すので。 

○池田委員長 畑中委員。 

○畑中委員 例えば、今、若山委員が御指摘さ

れた新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨

時交付金事業等という部分について、非常にこ

だわっていましたけれども、文書の中にこうい

う文書がたくさんあるし、私は別に大した構わ

ないのではないかなと私は思うので、原案に賛

成します。 

○池田委員長 あと、発言ありますか。 

 若山委員、今のようにほかの委員たちは今回

はこれでいいのではないかという意見が多数あ

るのですけれども、どうでしょうか。 

 若山委員。 

○若山委員 皆さんがそう考えるなら特にそれ

以上は言いません。 

 ただ、何かおかしくないかなというところが

あったので。先ほども言ったとおり、まとめた

事業内容について、例えばクーポン事業をやる

とか、町長が言った図書館の金の積立があると

か、こういう項目を載せたほうがいいんじゃな

いかなというふうに思っただけなので、これ以

上はやめます。 

○池田委員長 分かりました。 

 であれば、これに補足も何も入れないで、こ

の理由を付けて報告書にかえさせてもらう。 

 横田委員。 

○横田委員 今、若山委員についてどうするの

についての話ですが、それ以外についての話

で、それ以外で手を挙げていた話はもうなしと

いうことですか。質問したいことがあるのです

が。 

○池田委員長 質問はまた受けますけれども、

若山委員から来たので、今、神﨑委員ですとか

言葉があったので、今、このままの状態でし

た。あとほかに何かありましたらまた受けま

す。 

 横田委員。 

○横田委員 この理由の２ページのところに、

令和４年度企業会計という言葉が出てきている

のですけれども、この言葉がなじむのかどうか

我々は分かるのですけれども、この水道会計、

下水道会計のこと言っているのではないかとい

うのは分かるけど、一般の方が見たら分かるか

どうかということで、もう少し米印つけて書く

とか何かしてもらいたいというのと、もう１点

は、前年度同期という言葉を使っているのだけ

れども、これはどういう意味なのかというは

ちょっと分かりづらいと思います。ここも、も

う少しかみ砕いてもらっていいと思います。 

 以上です。 

○池田委員長 今、横田委員から言葉が分かり

づらいということで、米印、括弧で説明の補足

部分があったらいいのではないかという御意見

がありましたけれども、皆さんどうでしょう

か。 

 畑中委員。 

○畑中委員 例えば企業会計に公的に移ったの

ですけれども、やはり一般の町民からすると、

この変わったのがなかなか分からない人もいる

し、何だろうと思うので、もしあれだったらこ

の報告書の下にでも、この企業会計という部分

はこうなんだということを注釈付けてくれれば

もうちょっといいのかなと私も思います。 

 以上です。 

○池田委員長 それでは、今、横田委員の言わ
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れた企業会計と前年度同期という部分がもう少

し分かりやすく、括弧書きで補足したほうがよ

ろしいですか。 

 皆さんどうですか、よろしいでしょうか。 

 若山委員。 

○若山委員 企業会計何とかというのは、前年

からもずっと使っているもので、そんなに違和

感がないような感じがあるのですけれども、よ

り詳しく説明されるということであれば、反論

するものでもないけれども、予算になったらそ

ういうことが行われているので、どうなのかな

と思います。 

○池田委員長 皆さんどうでしょうか。 

 それでは、今、若山委員から前年度もやって

いますけれどもという話ですけれども、どうで

すか横田委員の言ったもう少し企業会計につい

て説明文を入れたほうがいいという意見、どの

ようにしたらよろしいでしょうか。 

 青山委員。 

○青山委員 私、前年からこういう形で載せて

いるというのは確かにそうですけれども、今回

の理由の文面が半分くらい下空いていますの

で、下に注釈という形で入れていただければ、

より分かりやすくなるのかな、優しくなるのか

なと思います。 

 以上です。 

○池田委員長 今、青山委員から空白の部分に

説明文を入れたらどうかという意見がありまし

たけれども、どうでしょうか。 

 よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○池田委員長 反対意見がないので、よろしい

ということで、それでは空白の部分に補足して

ください。 

 この報告書で、あとは何かありますでしょう

か。 

 川上委員。 

○川上委員 今、横田委員から前年度同期とい

う言葉はどういうふうに変えるか、どうです

か。 

○池田委員長 局長。 

○広部議会事務局長 前年同期という意味は、

令和３年６月補正後という意味です。 

 もし、入れるのであれば企業会計のところと

同じように下に、そのように載せてもよろしい

でしょうか。 

○池田委員長 皆さん、どうでしょうか。局長

のほうからそういう提案がありましたけれど

も、よろしいですか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○池田委員長 あとほかにありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○池田委員長 なければ、報告書はこれで決定

するということで、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○池田委員長 それでは、報告書案について

は、承認されたものとして、定例会最終日に報

告いたします。 

 それでは、これで終わります。 

 ありがとうございます。 

 

午前１０時１７分 散会 
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